
 

 

10年前、名古屋から妻と当時２歳の息子の３人で足助の最北地、明和学区の連谷町に移住。子どもに、大自然の中

で「豊かな感性」や「生き抜く力」を育んでもらいたいという思いからの決断でした。 

そんな思いも叶ってか、昨年の夏、小学５年生になった息子は近くの段戸川に潜り、川底の大岩の隙間にウナギの

頭を発見、見事手づかみで70㎝を超える天然大ウナギの捕獲に成功するほど、想像以上の野生児に育ちました（笑）。 

また移住後に産まれた現在小学２年生の娘も、素早いカナヘビを瞬時にキャッチ、

虫かごで何匹も育てては「○○ちゃんが死んじゃったぁ…」と大泣きしながら土

に還す日々を繰り返しています。 

このような貴重な体験ができるのも、山村で暮らす地域のみなさん一人ひとりの

おかげ。自然環境、自然風土を脈々と維持･継承してきているからに他なりません。

そんな地域のみなさんへの恩返しとして、また、子ども達の世代もずっとこの地域

で暮らし続けたいと思ってもらえるように、地域のみなさんの潜在ニーズを満た

せる取り組みを続けていきたいです。 （総務部／エネルギー事業部 他：庄司） 

本誌のネーミングが「さんさんレター」に決定！ 

名称応募にご参加をいただき、ありがとうございました！ みなさんのアイデアをスタッフ総出で協議した結果、

候補７点の中から「さんさんレター」が採用されました！ この考案者は豊田市足助支所長の西 和也さんでした。 

先日、息子の誕生日にソロキャン用のテントを購入。商品が届いたその日、家に帰ると家の前にテントが！！  

「今日はここで寝てもいいかな」と、最高の贅沢（関原） 

創刊号では〈「地域のおカネ」は、外に漏らさない〉をお伝えしました。今回はＭＹパワーが大切にしている考

え方のもう一つ〈地域の人手と、地域のおカネで〉をお伝えします。 

ＭＹパワーは地域の課題解決を目的に設立をしました。では、誰が地域の課題解決を進めるのかというお話です。

もちろんＭＹパワーはがんばりますが、中心となるのは地域のみなさんです。みなさんが地域の課題解決を進める

ときの道具役としてＭＹパワーを使って欲しいのです。少し難しい言葉を使うと「地域自治」を目指しているとい

うことになります。 

例えば、極端ないい方をすると「ＭＹパワーは電気を売らない会社」といえます。電気は地域のみなさんで作って

ください。そしてその電気を使ってください。そのためのお手伝いをさせて欲しいということです。それが難しい

ときはＭＹパワーのひとくち株主になって一緒に電気を作りましょう。とお勧めしています。それも難しい場合に

は、ＭＹパワーから電気を購入してほしいのですが、一番は地域のみなさんの会社にしたいのです。みなさんと一

緒に取り組まないとＭＹパワーは成立しません。 

旭地区･押井町でミネアサヒのお米作りの取り組みがありますが、この「押井の里」の「自給家族」の手法も同じ

です。お米を「買う」のでなく、生産者に「依頼」する。消費者と生産者が一緒に取り組むという考え方です。       

（経営企画室：萩原） 
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地域の人手と、地域のおカネで 

スタッフの 
ひとこと 

◆ 編集後記～ 四季報の名称決定に伴い、本誌表紙のデザインも一新しました。年４回の発行ということで、５月は新緑

カラー、８月は太陽の色、１１月は紅葉色、２月は寒色系の水色と、四季折々を色で表現しつつ、ＭＹパワーのロゴの

色合いを採用しました。デザインはＭＹパワーのホームページやアニメ制作もお願いしている小原地区の「スズキ広務

店」鈴木孝典さん。いつもステキなデザインありがとうございます！（経営企画室／広報担当：庄司） 

2021     ５.25 

この「さんさんレター」という名前は、三河の山里コミュニティパ

ワーの三と山をとって「さんさん」、手紙のような親しみやすい通

信にという思いを込めて命名されたとのことです。 

太陽や新緑などが「さんさん」と輝いているような、まさに「地

域を元気に！」を目指すＭＹパワーの四季報にぴったりな素敵な名前

になりました。ありがとうございました。 

なお副賞プレゼントの商品券は、西さんのご厚意でＭＹパワーにご

寄付いただきました。あわせてありがとうございました。 

（経営企画室／広報担当：林） 

メンバー紹介 ➊ 地域に恩返し  庄司 知教（総務部長） 

――― 今回から一人ずつ、ＭＹパワーのメンバー紹介をしていきます。 



        

 

８月 ９日(月) １０日(火) １１日(水) １２日(木) １３日(金) １４日(土) １５日(日) 

祝日（山の日） 通常営業 通常営業 通常営業 夏季休暇 土曜休日 日曜休日 

地域にあるお金を地域に再投資するための研究会を立ち上げました。その名も「地域ファイナンス研究会」。

これまでに２回、2021年 2月 22日（月）と 4月 21日（水）に開催してきました。 

まずは、豊田市山村地域にどれだけのお金が

あるのか、地元金融機関にある預金量や貸出量

を大まかに計算した上で、山村地域で再生可能

エネルギーを 100％自給するために必要な投

資額が、地域にある資金で賄えるのかを試算

しているところです。 

参加メンバーは、JA あいち豊田、豊田信用

金庫、パレット、杉田組、名古屋大学大学院、

愛知淑徳大学、豊田市、中部電力、MY パワー

の９者。 

いずれは地域の資金で、地域のサイズに合

った水力、太陽光、木質バイオマスなどの発電

設備を地域に導入したいと考えています。 

（経営企画室：村田） 

4月 25日（日）、大多賀自治区長さんたちと、農業委員さん、日本福祉協議機構、ＭＹパワーの 4者で意見交換

を行いました。大多賀自治区は 17世帯、農地は 11haありますが、耕作放棄地となっています。この農地の復活

ができないかという意見交換です。 

昨年、発達障がい児の就労の場として、農業やキャンプ場がしたいという日本福祉協議機構からの相談があり、

大多賀の見学をしたことから始まりました。まず、お近づきに草刈りからスタートしましたが、地元の Sさんから 

 
足助で飲食店を経営したいと思っています！ 皆さんアドバイスください！（林） 

大多賀自治区「お試し農地」をスタート！ 

 「猪鹿工房 山恵」さんをご紹介させていただきます。かつては人々のごちそうだったイノシシ。日本の山里には

今も沢山のイノシシがいて、その数が増加しています。三河の山里でも、多くの農家さんが獣害に困り果て、獣害

駆除として殺され、埋められています。 

「命をいただくということは、自然への感謝と共にその命を無

駄なく利用すること」。「山のイキモノと人間の営みがバランス

よく持続していく仕組みを作れないだろうか」、そんな想いから、

ジビエ肉の加工施設の事業がスタートしたそうです。 

 「獣害」という大きな地域課題を解決するために、起業をされ

た山恵さん。地域課題を解決する会社である我々とも想いを同じ

くする会社です。 

そんな山恵さんですが、2019年 6月に発生した豚熱（旧称：

豚コレラ）や昨年度からの新型コロナウィルスの影響により、経

営的にも大きなダメージを受けているそうです。今年夏以降は

PCR検査で陰性のイノシシの受け入れを実証事業として行うと

のこと。また、シカ肉はこれまでと同様に販売しており、わんちゃ

ん、猫ちゃんのための「鹿肉ジャーキー」なども販売しています。

地域全体で応援したいですね。（エネルギー事業部：関原） 

「家の農地を使ってみたら」と

いうお話をいただき、今後はこの

4 者で話し合いながら進めてい

くことになりました。 

次回は 6月 20日（日）の環境整

備の日に地域のみなさんと一緒

に草刈りをすることも決まりま

した。また、夏にはバーベキュー

をしたいということでみんなで

盛り上がりました。 

（地域サービス事業部／集落の課題解決 

･大多賀担当：萩原） 

 

「MY パワーの村田です」と自己紹介した後に、こそばくなって、小さく放電（村田） 

地域にあるお金は 地域で使われている？ 

足助病院駐車場に PV カーポートが 2021 年 2月 26

日に無事完成。EV、PHV車、スマホ（停電時のみ）な

どへの充電が可能となりました。 

発電量は 13ｋW ですがパワコンの容量は 10kW で、

およそ３世帯分の使用電力になります。現在、車の充電

以外の電力は、病院で直接利用していただいているので、

微々たるものですが電気の地産地消のモデルとなってい

ます。 

この PVカーポートを地域の小学校や共有施設、ご家庭で

設置することで、電気の地産地消が可能となります。それ

が拡がることで電気代の地域からの流出が防げます。 

 今回の PV カーポート

設置にあたり、みなさま

から寄付を募ったとこ

ろ、5 月 1 日現在、２

８名から寄付を頂戴し

ました。ありがとうござ

います。寄付募集は期限 

なしで受け付けますので、引き続き宜しくお願い

申し上げます。（代表取締役：早川） 

 

スタッフの 
ひとこと 

足助病院に、太陽光パネル（ＰＶ）付きカーポート 完成！ 足助「猪鹿工房 山恵」さん、電力を切り替えて頂きました！ 

スタッフの 
ひとこと 

 夏季休暇 の お知らせ 


